
二
冊
の
本
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾

（砲
術
学
校
の
思
い
出
の
中
か
ら
）

西
　
岡
　
菫
二
　
弘

四
畳
半
の
書
庫
の

一
隅
に
赤
茶
色
の
し
み
だ
ら
け
の
二
冊
の
本
が
あ
る
。
共

に
春
秋
社
刊
で

一
冊
は
ト
ル
ス
ト
イ
の

「
人
生
論
」
「
人
間
何
を
な
す
べ
き
か
」

昭
和
二
十
年
四
月
、
鎌
倉
の
古
本
屋
で
求
め
た
も
の
で
あ
り
、
も
う

一
冊
は
ク

ロ
ー
チ
ェ
の

「
美
学
」
、
終
戦
時
に
砲
術
学
校
の
図
書
室
か
ら
教
官

の
許
可
を

得
て
頂
い
た
も
の
で
あ
る
。

私
達
が
海
軍
砲
術
学
校
長
井
分
校
に
入
校
し
た
の
は
昭
和
二
十
年
四
月
、
サ

イ
パ
ン
島
、
硫
黄
島
が
玉
砕
し
、
三
月
十
日
の
東
京
大
空
襲
を
皮
切
り
に
本
土

へ
の
激
し
い
攻
撃
が
開
始
さ
れ
た
時
期
で
あ

っ
た
。
本
土
上
陸
に
備
え
る
観
点

か
ら
か
午
後
は
連
日
陸
戦
の
訓
練
で
、
丘
を
切
り
開
い
た
広
い
練
兵
場
を
武
装

し
て
駈
け
、
這
い
、
戦
車

へ
の
肉
迫
攻
撃
、　
一
キ
ロ
も
汗
ま
み
れ
泥
ま
み
れ
葡

葡
前
進
し
て
の
斬
込
み
訓
練
等
、
激
し
い
も
の
で
あ

っ
た
。
幸
い
私
は
人
並
以

上
の
脚
と
心
臓
に
恵
ま
れ
て
い
た
た
め
か
、
肉
体
的
に
は
さ
し
て
苦
痛
を
感
じ

て
い
な
か

っ
た
。
し
か
し
繰
り
か
え
さ
れ
る
空
襲
と
、
洩
れ
伝
わ

っ
て
く
る
戦

況
は
、
重
苦
し
く
私
達
の
上
に
の
し
か
か

っ
て
い
た
。
私
達
に
は
若
干
反
軍
的

な
意
識
が
あ
り
、
展
々
軍
や
学
校

へ
の
批
判
や
、
時
局
の
推
移
に
つ
い
て
の
議

論
を
し
た
も
の
だ
が
、
最
後
に
は
自
ら
の
無
力
に
思
い
到
り

「
や
は
り
、
二
十

五
ま
で
生
き
ら
れ
た
ら
よ
い
方
か
」
と
か

「
戦
争
は
い
ず
れ
終
る
ｃ
次
に
は
ど

の
よ
う
な
時
代
が
来
る
の
だ
ろ
う

か
　
‥
生
き
延
び
て
そ
れ
を
見

た
い
」
と
い

っ
て
溜
息
を

つ
い
た
り
し
た
。

私
は
最
初
の
外
出

日
に
鎌
倉

に
行

っ
た
。
中
学
時
代
か
ら
や
や
文
学
趣
味
の

私
は
、

日
本
文
学
は
勿
論
、

ト

ル
ス
ト
イ
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
、　
ツ
ル
ゲ
ネ

フ
等
の

ロ
シ
ア
文
学
、
ジ
イ
ド
、　
ヘ
ッ
セ
等
の
作
品
を
も
読
み
耽

っ
て
い
た
。

平
家
物
語
、
義
経
記
、
太
平
記
あ
る
い
は
修
善
寺
物
語
の
舞
台

の

一
つ
で
あ
る

鎌
倉
周
辺
に
は
大
い
に
関
心
が
あ
り
、
そ
の
後
も
度
々
訪
れ
て
史
蹟
寺
院
等
を

歩
き
ま
わ

っ
た
。
八
幡
宮
か
ら
長
谷
観
音

へ
の
道
に
は
何
軒
も
古
本
屋
が
あ
り

道
路
に
は
み
出
し
て
書
籍
が
山

の
よ
う
に
積
ま
れ
て
い
た
。
店

の
人
の
話

で
は

東
京
大
空
襲
の
後
、
書
籍
が
大
量
に
出
ま
わ

っ
た
と
の
事
だ

っ
た
。
厳
し

い
言

論
統
制
と
原
紙
不
足

の
た
め
、
読
み
た
い
本
に
接
す
る
こ
と
は
甚
だ
困
難
な
時

代

で
あ

っ
た
。
私
は
夢
中

で
本

の
山
を
漁
り
何
冊
か
の
本
を
買
入
れ
た
。

そ
の

と
き

の

一
冊
が
ト

ル
ス
ト
イ
の
こ
の
本

で
あ
り
、
表
紙
の
裏
側

に
鉛
筆
で

一
円

五
十
銭
と
記
さ
れ
て
い
る
。
一扉
に
訳
者

の
言
葉
が
あ

っ
た
。′
「
人

は
た
だ

一
本

の
葦
に
過
ぎ
な
い
。
大
自
然

の
う
ち
で
最
も
弱

い
も
の
で
あ
る
。
だ
が
物

を
考

ふ
る
力
あ
る
葦
で
あ
る
‥
…
た
と

ひ
宇
宙
が
彼
を
圧
潰
す
る
に
至

っ
た
と
し
て

も
人
は
依
然
と
し
て
彼
を
殺
す
も

の
よ
り
も
高
貴
な
も
の
で
あ

っ
た
こ
と

で
あ

ろ
う
。
何
故
な
れ
ば
、
彼
は
自
分

の
死
ぬ
こ
と
を
知

っ
て
い
る
か
ら

で
あ

る
」

（
パ

ス
カ

ル
）
。
　
コ

一
つ
の
も

の
が
あ
る
。
余

の
頭
上

の
星
斗
燦
た
る
大
空
と
、

余
が
内
の
道
徳
律
　
…
前
者
は
外
的
世
界
に
お
い
て
余
が
占
め
て
い
る
位
置
か



老人 た ちへの配慮 は 、全 くお粗末 と言わ ざるを得 ません 。農業者に して
も、中小企業関係者 に して も、実態 は 、政府 の宣伝 とは 、か け離れた も
のであ ることを、私達 は現実に見てい ます 。この よ うな中で 、教育が荒
廃 して くるの も当然です 。

今 、国会では 、地方分権が取 り上 げ られ 、千葉市 は政令都市 として初
めて 、地方議員の選挙 を迎 えてい ます 。御存知の よ うに 、政令指定都市
の市 は 、県 と同等の権限 を持 ち 、地方分権法が可決 されれば 、財政 、許
認可 、税等 、現在 とは比べ ものにな らない強い権限 を持 ちます 。私達生
活者の環境、福祉、教育等について、直接関与していくのが地方議会議
員 です 。兎角 の噂 の絶 えない千葉 市 に 、地 方分権 法が 実施 され た時 には
現 在 の国政以 上 の利権 政 治 が横 行 し、生活者 の権 利 が大 き くそ こな われ
るか も しれ な い とい うこ とは 、決 して本己憂 て はあ りませ ん 。

この よ うな観点 か ら、サ ラ リーマ ン と して 、私達 と同様 な悲 哀 を体験
し、その問題 点 の解 決 の ため の理念 、政 策 、行動 力 を十 分 に保 有 され る
○○ さんの よ うな方 を 、是 非 とも市 政壇 上 に送 らね ばな らない のです 。

今此処 に集 ってお られ る方 々は 、現 在 の政治家 に絶 望 しその果 て に 、
起 ち上 り、未 来 へ の希 望 を見 出 そ う と してお られ る方 々だ と思 い ます 。

新 聞等 の調査 に よ る と 、国民 の半 分 以上 は 、無 党派層 で政 治 に愛 想 を
つか した人 々だ と言 われ ますが 、その 中の多数 は国家 の 中核 ともい うべ
き中堅 サ ラ リーマ ンが 多数 を 占めて い ます 。

みな さん 、この無 党派層 の人 々の断起 が あれ ば 、この戦 い は必 ず勝利
す る と確信 します 。 目覚 め起 ち上 ったみ な さんの力 で一 人 で も二人 で も
理解 者 、支持者 を獲 得 して下 さい 。それ が生活 者 の政 治 参加 であ り、迫
力 の あ る運動 と して千葉 市 の地 方 自治 をす す め 、大 き くは 、日本 国家 の
真 の民 主 化 へ の道 に繋 が るの だ と思 い ます 。

出陣 式 に当 って 、み な さん方 の既 起 に満腔 の敬 意 を捧 げ る と共 に 、あ
の新党 運動 、改革運動 の熱 気 が再 び千葉市 の山野 に充 満 す る こ とを強 く
強 く念願 す る もの であ ります ぎ

○○ さん 、みな さん 、勝 機 は我 に あ り、必勝 を期 して頑張 って下 さい
天 は 、正 当 な理念 に燃 えた志 を決 して 見捨 て は しない で し ょぅ。

元日本新党千葉市代表代議員

ボランティア政治連盟員  西 岡豊号ム


